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明

治

後

期

の

香

住

沖

漁

田

中

豊

治

緒
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工

筆
者
は
先
に
「
山
陰
地
方

k
h
k
け
る
水
産
物
産
地
市
場
の
研
究
」
「
但
馬

漁
業
の
展
開
と
そ
の
流
通
構
造

L
Zを
公

K
し
、
但
馬
漁
業
の
特
殊
な
発
展
を

検
討
し
た
。
但
馬
漁
業
の
中
心
は
機
船
底
曳
網
漁
業
一
で
あ
る
が
、

こ
の
漁
業
の

沿
海
州
沖
出
漁
、
漁
獲
物
の
共
販
体
制
、
漁
業
組
合
の
強
い
生
産
・
流
通
分
野

の
把
握
、
在
地
資
本
に
よ
る
殖
産
銀
行
で
あ
る
美
含
銀
行
の
設
立
等
は
日
本
漁

業
史
の
中
で
特
異
の
位
置
づ
け
と
高
い
評
価
を
う
け
て
い
る
。

と
う
し
た
但
馬
漁
業
の
成
立
は
、
基
本
的

K
は
但
馬
漁
民
の
生
産
活
動
、
流

通
活
動
が
明
治
漁
業
法
の
も
と
で
、
漁
業
組
合
中
心
に
漁
民
本
位
に
成
立
し
た

か
ら
で
あ
る
。

従
来
の
香
住
漁
業
研
究
の
中
心
点
は
叙
上
の
共
販
体
制
の
進
歩
性
、
漁
業
組

合
の
先
駆
的
業
績
、
在
地
成
立
の
殖
産
銀
行
の
功
績
に
的
が
し
ぼ
ら
れ
て
、
そ

れ
以
前
の
香
住
漁
業
の
性
格
に
つ
い
て
は
注
意
が
左
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
右
の
よ
う
念
香
住
漁
業
の
特
色
が
成
立
す
る
た
め

K
は
、
そ
の
前
更
が
、

あ
り
、
そ
れ
を
基
礎

K
し
て
新
し
い
経
済
形
態
は
前
進
す
る
。
本
稿
の
分
析
白

的
は
、
香
住
機
船
底
曳
網
漁
業
の
前
史
で
あ
る
。

今
ま
で
、
史
料
の
未
発
見
の
故
か
、
研
究
者
の
興
味
は
あ
っ
た

K
せ
よ
、
香

住
漁
業
の
前
史
の
研
究
は
殆
ん
ど
左
さ
れ
て
い
左
い
。
従
っ
て
機
船
底
曳
網
漁

業
の
成
立
過
程
ば
首
長
然
と
し
た
帆
船
手
繰
縄
漁
業
の
動
刀
化
と
い
う
理
解
の
ま

ま
で
停
滞
し
、
そ
の
経
過
と
意
義
は
解
明
さ
れ
て
い
左
か
っ
た
。

香
住
町
一
日
市
の
三
輪
利
夫
氏
所
蔵
文
書
は
右
不
備
分
野
の
解
明
の
手
が
か

り
と
在
る
も
の
で
あ
る
。
拙
文
は
右
文
書
の
数
量
的
処
理
と
、
そ
の
結
果
判
明

し
た
事
実
の
報
告
と
意
義
を
追
求
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、

三
輪
文
書
の
発
見
と
価
値

三
輪
文
書
の
発
克
者
は
浜
坂
町
の
山
本
茂
一
信
先
生
で
、
田
中
に
検
討
す
る
よ

う
連
絡
が
あ
っ
た
の
で
、
四
十
九
年
七
月
二
十
七
日

i
二
十
八
日
、
三
輪
家
を

訪
門
し
内
容
を
検
討
し
た
結
果
、
明
治
三
十
四
年
、
三
十
八
年
の
沖
漁
水
揚
帳
、

販
売
帳
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
文
書
は
全
部
で
五
部
、
総
頁
数
一
、

七

二
枚
の
文
書
で
あ
る
。

-1  

明
治
三
十
四
年
(
一
九

O
一
)

の
も
の
は
、

「
沖
漁
水
揚
座
取
帳
、
明
治
三
十
四
年
拾
月
士
口
目
、

一
日
市
・
若
松
・
境
親
方

組
合
」

「
小
売
取
集
帳
、
明
治
三
十
四
年
辛
、
拾
月
吉
田
、

一
日
市
・
若
松
・
境
親
方

組
合
」

の
二
冊
で
あ
る
。

明
治
三
十
八
年
(
一
九

O
五
)

の
も
の
は
三
冊
あ
る
。

「
沖
漁
水
揚
座
取
帳
、
明
治
三
十
八
年
旧
九
月
士
口
日
、

三
村
漁
師
仕
入
組
合
」

「
仲
間
気
座
取
帳
、
明
治
三
十
八
年
九
月
士
口
目
、

三
村
漁
師
仕
入
組
合
」

「
沖
漁
支
配
者
勘
定
懐
(
以
下
同
文
)
」

で
あ
る
。

沖
漁
水
揚
窪
取
帳
は
沖
漁
の
操
業
者
別
に
、
操
業
期
毎
の
水
揚
高
(
金
額
)



を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
三
十
四
年
分
の
第
一
頁
を
抄
記
す
る
と
次
の
禄

で
あ
る
。

第
一
期

十
月
十
七
日

山
田
藤
造

一
つ
弐
円
四
拾
六
銭
〆

一
つ
壱
円
五
拾
銭

〆

一
つ
七
円
九
拾
五
銭
〆

一
つ
三
円
二
十
銭

〆

〆
拾
五
円
拾
壱
銭

内
四
十
七
銭

歩
引

第
二
期

十
一
月
二
日

一
つ
五
拾
八
銭

〆

一
つ
拾
四
円
三
十
銭
〆

一
つ
七
円
二
十
銭

〆

一
つ
七
円
十
五
銭

〆

一
つ
壱
円
九
拾
銭

〆

(
中
略
)

〆
四
拾
七
円
八
十
銭
五
厘

内
三
円
四
十
三
銭

ニ
歩
引

残
四
拾
六
円
三
十
七
銭

拾
壱
月
十
八
日

相
渡
済

の
如
〈
で
あ
る
。

以
下
三
期
か
ら
九
期
ま
で
同
様
形
式
で
記
入
が
あ
る
。

期

操
業
一
回

(
十
一
月
二
八
日
支
払
)

四
期

/¥ 

「
十
二
月
十
二
日
支
払
)

五
期

11 

(
口
円
月
二
十
六
日
支
払
)

ムハ期

H

十
四
H

(
一
月
三
十
日
支
払
)

七
期

N

十
三
H

(
二
月
二
ヤ
八
日
支
払
)

八
期

H

十一一
H

(
三
月
二
十
六
日
支
払
)

九
期

四

(
四
月
十
一
日
支
払
)

と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
年
九
期
に
わ
た
る
操
業
は
、
冬
漁
で
あ
る
。

年
の
座
取
一
肢
も
記
述
の
仕
方
は
全
く
同
様
で
あ
る
。

十
八

小
売
取
集
援
は
ゴ
一
輪
七
治
郎
の
小
売
の
内
容
を
販
売
先
毎
に
記
し
た
も
の
で
、

仲
買
座
取
帳
は
、
水
揚
座
取
帳
に
記
さ
れ
た
水
揚
の
中
で
、
仲
買
さ
れ
た
部
分

を
漁
業
者
別
に
記
し
た
も
の
で
、

2
 

一
期
か
ら
九
期
ま
で
、
水
揚
忠
一
取
帳

K
準
じ

た
形
式
で
作
製
さ
れ
て
い
る
。
沖
漁
支
配
者
勘
定
帳
は
沖
漁
の
経
営
者
(
支
配

者
)
毎
に
所
震
船
の
一
水
揚
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
の
三
輪
文
書
は
如
何
念
る
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
、
内
容
分
析
に
入

る
前
に
若
干
の
特
色
を
指
摘
し
て
な
く
こ
と
に
す
る
。

そ
の
一
つ
は
、
漁
船
動
力
化
前
の
香
住
漁
業
の
操
業
を
示
す
も
の
で
あ
る
ζ

と
、
第
二
は
沖
漁
の
水
揚
状
態
を
示
す
史
料
で
あ
る
と
と
で
あ
る
。

香
住
の
漁
業
は
沖
漁
の
機
械
化
を
主
軸
と
し
て
今
日
の
展
開
を
し
た
も
の
で

あ
る
が
、

そ
の
沖
漁
の
漁
船
動
力
化
前
の
状
態
が
本
資
料
に
よ
っ
て
全
容
と
は

三
口
い
得
な
い
と
し
て
も
、

か
左
り
判
明
す
る
の
で
、
帆
船
生
産
様
式
の
沖
漁
に

発
展
的

K
移
行
し
た
か
、
或
い
は
生
産
技
術
そ
の
も
の
の
賞
的
相
違
か
ら
次
元

を
異

K
し
て
断
絶
的
ま
形
態
で
成
立
し
た
か
が
判
定
出
来
る
わ
け
で
あ
る
。

" 」

の
こ
と
は
単
に
香
住
漁
業
史
の
畏
開
?
と
い
う
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
我
田
近
代
漁



業
の
展
開
過
程
の
上
か
ら
も
注
目
す
べ
き
と
と
で
、
三
輪
文
書
は
僅
か
五
冊
の

書
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
の
意
味
す
る
も
の
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

、

但
馬
に
お
け
る
沖
漁
の
性
格

三
輪
文
書
一
に
「
沖
漁
」
と
い
う
語
が
使
用
さ
れ
、
沿
岸
漁
業
と
は
別
箇
の
漁

第
1
表
と
第
2
表
は
そ
れ
を
示
す
。

と
と
ろ
が
明
治
中
期

K
な
る
と
香
住
地
区

K
沖
漁
が
伝
波
し
、
帆
船
手
繰
網

漁
が
口
佐
津
、
諸
寄
と
共

K
中
心
的
漁
業
と
左
っ
た
。
と
の
と
と
は
、
明
治
一

九
年
(
一
八
八
六
)
調
査
の
漁
業
慣
行
報
告
の
中
で
明
瞭

K
示
さ
れ
て
い
る
。

明
治
の
官
庁
統
計
は
但
馬
漁
業
に
関
し
て
は
明
治
二
十
四
年
の
兵
庫
県
統
計

書

K
断
片
的

K
あ
ら
わ
れ
て
く
る
が
、
疎
密
の
差
が
大
で
判
断
に
苦
し
む
が
、

ら
左
い
。

業
を
表
現
し
て
い
る
が
、
そ
の
概
念
は
何
か
を
先
づ
明
ら
か

K
し
な
け
れ
ば
な

明
治
二
十
二
年
(
一
八
八
九

)
K
兵
庫
県
は
「
兵
庫
県
漁
業
慣
行
録
」
を
刊

県
全
体
の
水
揚
金
額
四
二
万
七
、
三
五
六
円
中
、
但
馬
は
五
万
五
、
三
四
二
円
で
、

行
し
た
。

と
れ
は
明
治
政
府
が
旧
藩
時
代
の
漁
業
制
度
、
漁
業
慣
行
を
全
国
的

K

調
査
を
し
た
も
の
の
兵
庫
県
分
の
調
査
書
で
、
活
字
本
と
左
り
、
内
容
も
よ
〈

と
の
中

K
「
し
い
ら
、
繰
の
沖
漁
は
距
岸
二
十
里

K
及
ぶ
」

そ
の
う
ち
燥
が
一
万
五
、
五
七
八
可
烏
賊
が
一
万
二
、
一
八
五
円
、
鯛
が
八
、
九
七

O
円
と
左
り
、
他
は
小
額
で
、
と
の
期

K
は
既

K
帆
船
手
繰
網
漁
業
が
主
流
の

漁
業
と
な
っ
て
い
る
(
説
明
文
と
統
計
表
と
で
は
若
干
差
あ
る
も
説
明
文
を
生
か
し
た
)

0

三
輪
文
書

K
掲
げ
ら
れ
て
い
る
明
治
三
十
四
年
、
一
二
十
八
年
の
但
馬
水
揚
高

整
備
さ
れ
て
い
る
。

(
傍
点
筆
者
)
と
か
「
浮
津
鯛
、
小
鯛
、
手
繰
網
漁
は
東
は
丹
後

国
竹
野
郡
塩
江
村
、
西
は
但
馬
由
美
含
郡
南
垣
村
に
い
た
る
凡
そ

八
塁
の
問
、
沖
合
凡
そ
五
呈

K
一
旦
っ
て
入
会
」
と
あ
り
、
手
繰
網
、

(
し
い
ら
漬
け
漁
業
)
、
浮
津
鯛
、
小
鯛
(
延
縄
、

釣
)
漁
が
沖
漁
と
称
さ
れ
て
い
た
と
と
が
わ
か
る
。

し
い
ら
漁
、

沖
漁
が
但
馬
で
経
済
的
に
定
着
し
た
の
は
十
八
世
紀
末
葉
と
思

わ
れ
る
。

そ
の
理
由
は
、
慣
行
録
巻
十
五
に
記
す
と
と
〈
、

ーっ
瀬

一
戸
村
、
天
明
三
年
、
代
官
真
野
四
郎
左
衛
門
交
替
就
任
の
後
、
手

繰
網
護
従
来
道
上
左
さ
ざ
る
に
就
き
、
今
後
冥
加
銀
と
し
て
年
々

銀
拾
弐
匁
宛
相
納
可
申
仰
出
」
と
あ
る
。
こ
の
年
(
一
七
八
五
)

新
規
沖
漁
課
税
を
う
け
る
よ
う

K
左
っ
た
の
は
、
居
組
、
諸
寄
、

浜
坂
、
瀬
戸
、
小
島
、
気
比
、
津
居
山
で
あ
っ
た
。
此
の
期

k
h
x

い
て
は
香
住
は
ま
だ
沖
漁
中
心
地
と
し
て
は
あ
ら
わ
れ
て
来
左
い
。

明治 19年VL:;j:，~ける香住漁業の位置づけ第 1表

明治 19年になける香住の漁業就業数第2表
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を
兵
産
県
統
計
書
キ
己
資
料
'
と
し
て
表
化
す
る
と
第

3
表
、
第
4
表
の
如
く
に
な

る。

ζ

の
統
計
は
兵
庫
県
統
計
書
か
ら
個
々
の
魚
種
水
揚
高
を
集
計
し
た
も
の

で
あ
る
。
統
計
書
が
地
区
別
、
魚
種
別
数
値
を
一
ボ
し
な
が
ら
、
合
計
額
を
あ
げ

て
い
な
い
の
で
、
但
馬
地
区
の
海
面
漁
獲
高
の
総
計
は
不
明
で
あ
る
が
、
主
要

い魚

明治 34年の但馬漁獲統計色?

うあ
げ
て
漁
獲
局

を
刀て

し
て

い
る
カ込

つ
略
Ia: 
総

計
V亡

近
L 、
数
{匿
と
見
て
よ

第 3表明治 38年の但罵漁獲統計第 4表
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統
計
上
、
右
の
よ
う
左
支
出
沼
は
あ
る
と
し
て
も
、
熊
の
水
揚
金
額
が
三
十
四

年
度
付
い
な
い
て
も
、

三
十
八
年
度
に
長
い
て
も
他
の
魚
種
よ
り
も
断
然
多
/
¥

第
一
位
を
し
め
て
い
る
。

と
の
こ
と
は
沖
漁
と
し
て
の
机
賠
手
繰
網
漁
業
が
但

馬
で
中
核
漁
mr
素
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
判
定
出
来
る
。

四

但
馬
に
お
け
る
漁
船
動
力
化
と
沖
漁

但
馬
忙
な
げ
る
機
船
底
曳
網
漁
業
が
帆
船
手
繰
網
漁
業
の
機
械
化
と
い
う
形

で
逢
慶
し
た
と
と
は
香
住
町
漁
協
概
況
書

K
か
左
り
詳
し
〈
記
さ
れ
て
い
る
。

香
住
地
区
漁
船
の
動
力
化
の
最
初
は
明
治
四
十
四
年
(
一
九
一

村
の
廻
船
問
屋
浜
本
次
郎
市
げ
に
よ
る
も
の
で
、

、ーノ

下
浜

ノ
ル
ウ
ヱ
!
汽
船
が
我
が
国
帆

給
代
伍
し
て
若
狭
湾
を
航
行
し
て
い
た
の
を
実
見
し
、

そ
の
機
動
力
に
よ
る
能

率
的
航
行

K
驚
樗
し
、
廻
船
、
漁
船
の
機
械
化
、
動
力
化
の
必
要
を
痛
感
し
た

の
K
よ
る
と
い
う
。
自
ら
明
石
に
赴
い
て
漁
船
動
力
施
設
を
交
渉
し
、
明
治
四

-4 

十
四
年
但
馬
で
最
初
の
動
力
漁
船
に
よ
る
操
業
を
試
み
、
以
後
浜
坂
、

三
尾
方

面

K
出
漁
し
た
と
い
う
。
浜
本
氏

K
続
い
て
動
力
化
を
左
し
た
の
は
浜
安
木
の
宮

下
仙
五
郎
で
、
彼
は
大
正
三
年
二
九
一
回
)
に
柴
山
港

で
、
本
格
的
左
動
力
漁
船
「
佐
津
丸
一
号
」
を
建
造
し
た
c

幸
い
に
宮
下
仙
五
郊
家
に
資
料
が
あ
る
と
と
、
当
時
機
関
長

の
北
村
カ
造
の
技
術
習
得
を
目
撃
し
て
い
る
力
造
の
娘
チ

カ
の
報
告
が
得
ら
れ
た
の
で

具
体
的
に
漁
船
底
曳
網
漁

業
成
立
の
実
情
が
把
握
出
来
た
。
宮
下
・
山
本
証
言
を
基

と
し
て
動
力
化
の
経
緯
を
の
べ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

浜
{
女
木
の
二
代
目
宮
下
仙
五
郎
は
明
治
後
期
廻
船
業
を



家
業
と
し
て
い
た
が
、
明
治
三
十
八
年
、
日
本
海
海
戦
時

K
日
本
海
を
帆
船
で

航
行
し
、
日
露
海
軍
の
衝
突
場
附
近

K
達
し
た
が
妥
十
い

K
難
を
ま
ぬ
が
れ
た
が

軍
艦
、
汽
船
の
機
動
力
を
目
の
あ
た
り
に
見
て
、
廻
船
は
勿
論
、
漁
船
も
動
力

化
し
て
時
代
の
進
展

K
郎
応
し
な
け
れ
ば
海
運
、
漁
業
も
発
展
し
念
い
と
痛
感

し
、
帆
船
経
営

K
見
切
り
を
つ
け
業
を
や
め
た
が
、
後
日
の
船
舶
動
力
化
を
期

し
て
篤
実
在
使
用
人
北
村
力
造
を
明
石
の
木
下
鉄
工
所

K
派
遣
し
、
機
関

K
つ

い
て
の
技
術
の
習
得
を
な
き
し
め
た
。
力
造
は
約
二
カ
年
間
の
研
修
の
後
、
大

正
二
年
(
一
九
二
二
)
宮
下
家

K
戻
り
、
仙
五
郎
の
命

K
従
っ
て
「
佐
津
丸
第

一
号
」
を
建
造
し
、
柴
山
に
な
け
る
動
力
船
を
開
発
し
た
。

当
時
竣
工
し
た
佐
津
丸
一
号
の
写
真
は
宮
下
家
に
あ
り
、
沖
の
浦
を
背
景

K

し
て
柴
山
湾

K
碇
泊
し
た
様
が
撮
影
さ
れ
て
い
る
。
写
真

K
よ
る
と
、
船
体
は

西
洋
型
設
計
で
、
和
船
型
で
左
〈
中
央
部

K
は
船
橋
も
見
え
る
。
佐
津
丸
一
号

は
大
正
二
年
に
船
主
宮
下
仙
五
郎
、
艦
長
村
瀬
宇
蔵
、
機
関
長
北
村
力
造

K
よ

り
製
作
運
転
操
業
を
始
め
た
が
、
装
備
機
関
は
北
村
が
技
術
習
得

K
行
っ
て
い

た
明
石
の
木
下
鉄
工
所
製
の
十
二
馬
力
の
焼
玉
エ
ン
ジ
ン
で
あ
っ
た
。

と
と

K

な
い
て
帆
船
手
繰
網
漁
業

K
対
し
、
機
船
手
繰
網
の
登
場
と
念
っ
た
の
で
あ
る
。

漁
場
は
柴
山
沖
で
繰
、
蟹
が
主
と
し
て
漁
獲
さ
れ
た
。

大
正
三
年
(
一
九
一
四
)

か
ら
佐
津
二
号
、
一
一
一
号
が
相
つ
い
で
建
造
さ
れ
た
。

ζ

れ
ら
は
馬
力
も
二
十
五
馬
力
の
も
の
が
つ
け
ら
れ
、
船
型
も
改
良
さ
れ
漁
獲

効
果
が
あ
が
り
、
大
正
九
年
(
一
九
二

O
)
に
は
隠
岐
近
海
ま
で
出
漁
し
た
。

佐
津
丸
の
成
功

K
よ
り
、
漁
船
の
動
力
化
は
遂
次
進
展
し
、
長
氏
、
吉
田
健

三
氏
、
浜
本
林
市
氏
、
大
西
音
次
郎
氏
が
引
つ
づ
き
動
力
化
に
成
功
し
た
。

ま
り
、
香
住
地
区

k
h
v
け
る
漁
船
の
動
力
化
は
明
治
四
十
四
年

K
始
ま
り
、
大

正
初
期

K
機
船
手
繰
網
漁
業
と
し
て
、
次
第

K
帆
船
手
繰
網
と
交
替
す
る
よ
う

K
な
っ
た
。

こ
れ
が
本
格
的
な
機
船
底
曳
網
漁
業
と
し
て
成
立
す
る
の
は
、
揚

網
可
能
左
捲
揚
ド
ラ
ム
装
置
が
取
り
つ
け
ら
れ
、
曳
網
、
捲
揚
の
一
貫
機
械
化

が
開
発
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。

大
正
六
年
(
一
九
一
七

)
K
出
雲
片
江
浦
の
渋
谷
兼
八
が
右
の
方
法
を
開
発

し
て
か
ら
、
次
第

K
山
陰
地
方
の
手
繰
網
は
動
力
繰
網

K
切
替
え
ら
れ
る
が
、

但
馬
で
は
大
正
九
年
(
一
九
二

O
)
に
美
方
郡
水
産
技
師
大
音
秀
次
郎
が
と
れ

を
但
馬
漁
民

K
指
導
し
て
い
る
。
従
っ
て
但
馬
底
曳
が
近
代
的
な
機
船
底
曳
網

漁
業
と
し
て
成
立
す
る
の
は
大
正
十
年
以
降
で
あ
る
。

五

三
輪
文
書
の
分
析

以
上
概
観
し
た
よ
う
に
、
但
馬

K
な
け
る
漁
船
の
動
力
化
は
明
治
四
十
四
年

以
後
で
あ
る
。
一
一
一
輪
文
書

K
記
さ
れ
た
「
沖
漁
」
は
、
明
治
三
十
四
年
、
三
十

一5-

八
年
の
そ
れ
で
あ
る
か
ら
、

と
の
沖
漁
は
漁
船
動
力
化
以
前
の
も
の
で
あ
る
。

沖
漁
の
漁
業
種
別
は
記
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
、
座
取
帳

K
記
さ
れ
て
い
る
操

業
期
が
い
づ
れ
も
十
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
漁
業
で
あ
る
J

前
掲
第
二
表
と

比
較
勘
案
す
れ
ば
「
帆
船
手
繰
網
漁
業
」
が
ζ

れ
K
該
当
す
る
事
が
明
確
で
あ

る
。
以
下
三
輪
文
書
の
示
す
内
容
を
検
討
し
、
そ
の
意
味
を
追
求
し
よ
う
。

ω 
明
治
一
二
十
四
年
の
沖
漁
水
揚
座
取
帳

こ
れ
は
明
治
三
十
三
年
十
月
か
ら
三
十
四
年
の
四
月

K
か
け
て
の
沖
漁
「
帆

船
手
繰
網
漁
業
L

の
操
業
結
果
を
一
ホ
す
も
の
で
、
経
営
者
毎
に
操
業
水
揚
期
日
、

ラコ

水
揚
金
額
、
水
揚
手
数
料
引
去
額
、
差
引
渡
金
額
を
示
し
て
い
る
。
第
5
表
は

経
営
者
毎
の
水
揚
金
額
を
表
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

ζ

れ

K
よ
る
と

口
座
は

三
十
六
で
あ
る
。

こ
の
三
十
六
口
座
の
各
々
の
水
揚
傾
向
を
見
る
と
、
十
二
月



か
ら
二
月
ま
で
の
厳
冬
期
の
水
揚
績
が
大
で
、
六
期

(
主
と
し
て
十
二
月
)
の

上
。
水
揚
げ
を
一
ホ
す
も
の
十
一
二
人
で
経
営
体
の
三
分
の
一
を
し
め
て
い
る
。
経

水
揚
げ
が
多
い
の
が
共
通
の
特
色
で
あ
る
。

三
十
六
口
座
の
総
水
揚
金
額
は
一

営
体
の
構
成
で
見
る
眠
り
三
十
四
年
の
沖
漁
は
経
営
規
模
の
格
差
は
あ
ま
り
左

万
九
七
六
八
円
六
七
銭
で
あ
る
。
経
営
者
の
中
で
比
較
的
大
き
左
水
揚
げ
を
示

い
よ
う
で
あ
る
。

し
て
い
る
の
は
松
三
郎
の
七
一
一
二
円
四
九
銭
と
小
出
勝
平
(
六
八
六
円
九
銭
)
、

第

3
表
で
一
水
し
究
明
治
三
十
四
年
の
也
馬
の
水
揚
統
計
は
全
域
で
約
十
万
円

吉
五
郎
(
六
七
六
円
七
銭
)
、

明治 34年の沖漁水揚座取帳集計第 5表

一
死
五
郎
(
六
七
一
円
二
銭
)
等
で
、
六
百
円
以

の
漁
獲
を
示
し
て
い
る
夕
、
そ
の
内
容
を
見
る
と
鰯
が
一
万
六
千
円
余
、
烏
賊
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が
一
万
二
千
円
余
、
擦
が
二
万
二
千
円
余
、
相
側
が
約
二
万
円
で
、

ζ

の
四
魚
種

で
七
割
を
し
め
、
蟹
を
入
れ
る
と
八
万
円
と
な
る
。
第

5
表
の
沖
漁
水
揚
金
額

は
約
二
万
円
で
あ
る
が
、
漁
業
種
が
手
繰
網
で
、
キ
一
左
漁
業
種
目
は
繰
で
あ
る

か
ら
、
第
3
表
、
第
5
表
の
比
較
結
果
か
ら
最
低
見
積
っ
て
も
三
輪
文
書
の
沖

漁
座
取
候
の
数
字
は
但
馬
全
域
の
二
O
%
を
し
め
て
い
る
と
と
が
わ
か
り
、
旦

つ
繰
漁
の
九
O
%
以
上
を
し
め
て
い
る
と
と
が
推
定
さ
れ
る
。

三
輪
文
書
の
明
治
三
十
四
年
分
に
は
流
通
関
係
の
も
の
が
欠
け
て
い
る
の
で
、

と
れ
が
如
何
在
る
問
屡
資
本
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
か
詳
ら
か
K
し
得
な
い

が
、
後
述
の
三
十
八
年
の
例
か
ら
考
え
て
、
一
二
十
四
年
段
階
で
は
組
合
共
販
に

は
繰
り
と
ま
れ
て
は
い
左
い
で
仲
買
商
人
の
手
で
集
荷
販
売
さ
れ
て
い
た
。

¥、
e
f
J

n'M 

f
t
¥
 

明
治
三
十
四
年
の
三
輪
七
小
売
取
集
一
鞍

明
治
三
十
四
年
の
三
輪
文
書
に
は
仲
買
座
取
帳
、
支
配
者
勘
定
帳
が
欠
け
て

い
る
。
そ
の
か
わ
り
、
流
通
商
人

(
仲
質
問
屋
)

の
三
輪
七

(
三
輪
七
治
郎
)

の
小
売
取
集
帳
が
残
っ
て
い
る
。

と
れ
ば
明
治
三
十
四
年
水
揚
口
出
の
う
ち
、
仲

買
商
人
三
輪
七
治
郎
が
大
口
の
消
費
地
問
屋
あ
て
の
絞
一
一
冗
で
左
ノ
¥
地
元
の
香

住
地
区
の
消
費
者

K
小
量
一
販
売
(
小
売
形
態
で
)

し
た
も
の
の
記
録
で
あ
る
。

記
録
内
容
は
小
売
先
と
販
売
額
が
克
明
で
、

一
銭
の
販
売
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。

と
れ
に
よ
る
と
、
明
治
三
十
四
年
の
仲
間
民
問
屋
三
七
の
小
売
先
は
一
四
七
軒
で
、

販
売
額
は
二
三
五
円
六
二
銭
と
左
っ
て
い
る
。
長
大
の
販
売
先
は
山
線
増
次
郎

へ
の
一
九
円
八
四
銭
で
、
最
小
は
規
矩
太
郎
へ
の
一
銭
で
あ
る
。
平
均
し
て
一

軒
当
り
の
販
売
額
は
一
円
五
五
銭
と
左
る
。

一
O
円
以
上
の
販
売
先
は
前
記
山

根
の
他
、
良
助
、
佐
藤
治
、
藤
之
丞
一
、

角
万
の
四
軒
で
、
そ
の
額
は
七
七
円
一

銭
で
、
総
販
売
額
の
三
四
%
に
当
っ
て
い
る
。

「め

明
右
三
十
八
年
の
沖
漁
水
揚
座
取
帳

明
治
三
十
へ
年
の
沖
漁
水
揚
略
取
援
は
一
帳
簿
と
し
て
も
っ
と
も
大
冊
で
、
一
二

十
四
年
分
の
二
倍
程
度
の
も
の
で
、

「
座
」
の
数
も
三
十
四
年
の
そ
れ
が
三
十

六
で
あ
る
の

κ対
じ
て
、

と
れ
は
五
十
八
で
、
二
十
二
康
増
加
し
て
い
る
。

ζ 

れ
を
表
化
し
た
も
の
が
、
第
6
表
で
あ
る
。
集
計
結
果
を
み
る
と
、
水
揚
総
額

は
四
万
五
千
八
百
円
余
で
、

三
十
四
年
の
一
万
九
千
円
余

K
比
べ
る
と
二
倍
半

の
水
揚
増
加
を
示
し
て
い
る
。
と
れ
を
同
年
度
の
但
馬
海
域
の
水
揚
統
計
と
比

べ
る
と
、
第
4
哀
し
し
の
比
較
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
総
額
二
三
万
円
余
の
う
ち

の
四
万
五
千
円
余
の
比
喬
一
一
と
左
っ
て
い
る
か
ら
、
約
一
二
%
の
比
重
一
を
持
っ
て

い
る
こ
と

K
な
る
。

し
か
し
然
、
鮮
の
杭
船
手
繰
網
漁
業
の
水
揚
総
額
九
万
三

千
円
余

K
比
べ
る
と
、
香
住
沖
漁
が
六
O
%
近
い
比
重
を
持
っ
て
い
る
こ
と

K

走
る
。
但
し
、
第
4
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

三
十
四
年
か
ら
三
十
八
年
の

間
に
沖
漁
の
中
心
地
は
明
ら
か
に
香
住

K
移
行
し
て
い
る
と
と
が
、
第
3
表、

7 

第
4
表
及
び

5
麦、

6
表
の
比
較
に
よ
っ
て
明
僚
に
よ
み
と
れ
る
。
第
6
表
の

中
で
千
円
以
上
の
水
揚
を
し
め
し
て
い
る
の
は
五
十
八
庄
の
う
ち
半
数
の
二
十

九
座
で
、
最
大
の
も
の
は
一
二
九
O
円
台
の
水
揚
で
、
特

K
大
量
の
水
揚
を
一
不

一
二
十
四
年
の
水
揚
金
額

K
対
し
一
経
営

体
の
平
均
水
揚
額
が
大
体
二
倍
に
な
っ
て
い
る
と
と
は
、
豊
漁
と
い
う
と
と
以

し
て
い
る
経
当
司
法
は
左
い
。

し
か
し
、

外
K
技
術
、
領
格
の
向
上
、
上
昇
も
あ
っ
た
故
と
思
わ
れ
る
。

¥
、
バ
ソ
〆心十、

明
冶
三
十
八
年
仲
買
鹿
取
帳

仲
買
座
取
…
阪
は
明
治
三
十
四
年
分
で
は
欠
け
て
な
り
、

三
十
八
年
の
水
揚
物

が
如
何
Jt
ゐ
仲
買
人
の
子
忙
よ
っ
て
貰
い
と
ら
れ
た
か
を
一
不
す
面
白
い
記
録
で

あ
る
。

こ
れ
を
表
化
す
る
と
第
7
表
の
如
〈
に
在
る
。

ζ

れ

K
よ
る
と
、
仲
買

人
の
口
座
は
六
六
名
で
そ
の
取
扱
総
額
は
四
万
七
三
O
O
円
余
L
」
左
っ
て
い
る
。

ミ
れ
は
水
揚
庄
一
一
取
帳
の
四
万
五

0
0
0円
余
も
越
え
る
額
で
あ
る
。



第 6表 明治:~ 8 1，1: 0')戸1'l持、ノktM v1' J[v IPJ~ 主主計
( III. i、.， 111 ・主主)

li1jiJ竹f(;中 J平i"J山
ら 9 2 7 8 

" 
6.!l2 o2，36 176.¥12 116.94 125，2U :i2~. !l~ 2:，3 H 1 n.RO 53.70 121H'.'IJ3 

2 [flj上新三郎 HLf;8 49.74 156，78 136，12 IIIι27 2ti抗ム1:1 224，11 7H.HH 5日，Hl 10日3，ilU

3 田中惣次郎 51 ，fi4 5fi ，H2 17H ，27 150.6~ 112.12 32;~ .IJ~J I :!日7¥)7 110 ，4 ~ :，7，36 1297，1¥3 

4 ，1百1:ih五郎 30，3H 日日，73 ¥ 55，24 165.16 111 .57 314.791 174.Hl 107.H7 65，26 1¥94.79 
5 森 1仁43干、Htt 19，39 62，97 157，46 155，68 10H，5H 30日.3~~ 218，18 110，59 n.39 1220，55 

6 旧端長造 ，58 31，66 128.30 122.78 99.30 27B.同日 179. ¥ 3 n.31 55.74 919.67 

7 山田俊造 22，63 45，06 180，15 14日41 日1.60 3日9.1 fi 205，35 100.97 52.92 1217，24 

8 山中古造 65，63 142，98 173，95 110，03 291.g5 206.98 日1，28 29日2 1105 ， 31 

9 !拘民平三虫1¥ 27，54 113日7 134，g6 101.!l8 270，61 2.42 日4.71 57.02 802，日9

10 北村吉右ヱ門 10，10 30.60 108.73 146.30 90，69 279.71 189，39 100:22 48.83 1004，56 

11 磯田久太郎 35.15 188.77 202，55 131，30 370 1日 214 37 104，24 51，3!l 1297，91 

12 機回彦兵衛 19，40 146，57 12822 82.71 290.7日 179.44 101.31 948，41 

13 北村山松 日目。 46，39 121.06 173.50 104 ，79 309.!lO 195.05 99.38 54.88 1108，43 I ぽコ

14 長 儀平 7.75 31.45 127，51 148，53 107.98 255，[o9 187.00 78，54 45.22 989 56 

15 浜本松三郎 2.66 51.79 186，57 160，% 136，81 314.60 233，50 102 96 6445 1254，28 

16 伊藤直五郎 3，54 42，25 186.84 134 56 109 65 107.24 10.30 1161.19 

17 北村熊造 45 15，65 83，60 137.15 85，77 304.26 I 179，90 75.15 43.72 925.63 

18 J 11回助治郎 31，95 44，45 121 .52 140，73 151 ，93 28109 184 68 114，04 1070.39 

19 稲葉熊太郎 10，15 32，06 132，84 99，67 110 .12 309 40 215.88 86.96 58.04 1055.11 

20 山本万治虫15 17，89 32.35 106.01 140，82 83.89 268 51 207，日() 93.64 950.7 

21 稲葉仙五jJI¥ 4252 162.14 142，67 日5，00 289，85 176.71 日2.70 37，54 1039，17 

22 稲葉益五郎 29.10 50，88 141.99 149，15 123 ， ~4 319 32 236，69 80.71 52.55 1183，62 

23 吉本市郎左門 12.04 61.69 205，98 184，65 13，，， ， 18 354，05 26fi，19 126.06 57.92 1402，74 

24 吉日清重郎 19，21 168.35 154，17 1H ，08 344 31 227.43 128，22 108.91 1297，67 

25 山脇幸吉 107.fi4 120.30 275，品目 222.64 日9.46 58.28 874.20 

26 上田平n助 36，89 42，17 128，59 131 ，34 106 .20! 273 ，[.5 201 .17 88.10 48. fi 1 1056，60 

~~ I伊勝喜造 19.41 20.82 106.13 119.85 143.21 71.91 28.83 881，1 

28 小 l封勝平 88，74 51.21 158，30 143，07 144.62 I 351，23 244，26 135 33 58.68 1375.，13 



29 田中卯平 30，22 35，44 102.89 138.14 134，61 320，45 174，45 137.64 72.46 1146，29 

30 浜田与九郎 8，89 35.27 142.08 114.09 135.89 189.54 268.24 161.38 37.08 1092.45 

31 岩田七右ヱ門 17.86 33，24 73.77 106.78 125，76 248，55 156.03 95.70 40.49 898.18 

32 浜戸周三郎 35.22 54，90 165，87 129.67 154.43 277.63 180.24 142，02 54.77 1194，75 

33 守山弥三郎 23.95 36.82 108.81 118.32 104，36 226.81 143.42 105.33 49.92 917，74 

34 藤原力造 51.67 41，98 114，45 140.45 129.74 245.03 192.33 103.66 38.21 1057.52 

35 大西仙造 64.97 70.40 160.53 132.82 140.73 321.60 184.99 145.61 41.375 1263.03 

36 浜田久五郎 33.06 41，46 167，52 164.14 111 .36 318.29 201.25 107.33 44.53 1188.94 

37 鳥寄長三郎 70，84 49.19 131，40 115.71 93.28 371.38 190.13 108.20 47.30 1077.43 

38 小西格三郎 9，19 23.30 160.01 168.73 100，20 326.93 196.10 126.74 26 99 1138.19 

39 山根増次郎 5.09 26.61 815.0 15.71 28.68 95，00 52.00 8.85 1046.94 

40 安田治左ヱ門 9.74 3.27 14.36 6.28 33.65 1 

41 三輪七二郎 11，85 8.15 7，14 3.38 33.07 .90 64.49 

42 久左ヱ門 1，15 1.15 

43 桶 屋 1.69 1.69 

44 浜本粂次郎 6.85 114.39 85.35 50.90 230.21 130.61 35.56 653.87 
a> 

45 伊藤徳次郎 5.63 76.31 70.12 46.74 140.88 42.89 382.57 

46 弥 造 87.55 95.46 52.52 251.80 110.17 70.28 667，78 

47 守山六部左ヱ門 1.23 410.00 10，49 6.58 428.3 

48 伊 平 16.07 

49 清 一 良日 16. 一
50 清 次 良日 18. 

51 青 年 ぷ~ 4.34 

52 )11 平 114.88 

53 秋 山 一・ - 128.33 27，84 156.16 

日 )11 平 19，34 

55 小柴伝三郎 85.36 62.97 22，61 248，56 121，26 17.57 558.33 

56 西川又重郎 50.78 73，49 49，54 220.65 112，86 56.20 563.5 

57 北村安造 40，12 115.71 300.53 209.79 120.69 48.20 835.0 

58 甚 助 112.32 116，68 41.52 270，5 

総計 45.8.55~3J 



第 7表 明治 38I，fの1中氏陣取 i際
(ij¥(，'r: l' j ・ t~ ) 

笠|民空 12 3 土 lqlLlhi:8「9l;;ι
1 三輪七治虫rs 10.79114.71 34，'lJl 32.401 31.6~i 1:>1.11 (i7.801 44.i101 3，91 
2 安田治tr::.7-I"J 11川
3 1 LlI 1:日常三郎 15.17 I 40，71 I 39.川 出，32I :) 5.81¥ I (j 9 ，34 I 6 1 . 日.861 7.川

4 1 ii長野久治郎 62.15187.201 62.3円 (15.23 I 8，1.11 I 10:1.26 I 102.40 川 .36I 2g.76 

5 I JII itffil f 造 51238 1MU517Mll-……リ2…
6 安Hl判治郎 71 17.641 17.531 16.561 20.151 160':3[，1 79.021 17.511 10.081 406.H 

8 奈総合 1.221 1<1.281 53.081 23.9125，001 lR3，5i¥ 1 293.211 109.89 HK，日111?02.77

9 奴凹亀吉一 一 一 7.001 ，951 3.向上11I .26 1 1 .04 I 17 . 01 

10 山脇当 iさ 7.10 7.70 19.12 15.73 10.19 2，1，5日 2fi.30 17.7H 4日 129.5/1 

11 秋山茂太郎 27.5'1 96，64 3.15.96 533.30 3日113 日31.30 635，87 233.53 106.86 3202.13 

12 三輪清治郎 14.77 日0.6日 378，52 305.15 259.02 i 889.15 品42，07 287 fil 10(J.04 2948.99 
13 符本吉エJZ 3.82 35.29 58.66 46.日3 ，19.88 71 75 30.90 53.16 3.75 354.14 

14 機f-Fl小平 20，71 16.53 7.~K 12臼oI 19.58 41:-¥ . ~ィ o i 82.39 25，05 1~~.~: I o 
15 iJ~ 本友太郎 10 21 1. 32 1，00 10.40 43.72 

戸

16 四 )11叉十自IS 14 .80 II .4 130，35 75，48 385.03 273，00 38.09 .27 971.29 

17 山口清太郎 11 .58 17，79 7.7fi 9 30 8.75 20.38 12.57 5 54 2 64 96 .31 

18 fミ ヤ と 13.4日 33.99 61，57 50.82 65 56 100.8，1 54.84 ι6.10 5日96 50fi17 」

19 北村滝三 13.49 33，79 80.99 55 67 53.87 109.37 (i3.63 55.23 27.63 493.67 

20 1兵と小平治 93 18.35 88.37 45.60 1-1，79 37.15 73.51 61.92 3H ~5 409.77 

21 山!協幸吉 1 .07 4.2日 5.75 11 . 08 

22 吉田金造 6.80 58.69 92.27 78.75 63.58 9~) . 04 81 95 30.39 4138 552 85 

23 橘 心ノT全、 土仁3 12.14 74.13 10日.97 1.63 70.50 89.85 62，25 14.42 6 54 438，39 

24 森市左ヱ門 lil.47 13 41 36.77 48.11 2月 30 49.76 34.63 19.78 2，14，23 

25 長音次郎 21.45 43.65 111 .45 fi9 62 132.74 125.74 53fi6 3.21 日50，73

26 北村音吉 31.25 56.76 日7.78 53.90 468日 91.日l 7fi ，12 19.27 463 55 

'U 駒間作太郎 9.73 i 6.目白 日目日 凸31l:i 出 5~ 1 爪 16 10.93 2:~3 ， 74 

28 )11端叉右ヱ門 . 9 2.25 187.1日 110.13 96.12 I 330，81 305.35 38.05 37.82 1107.78 

29 問中弥七郎 3，73 14.65 8，21 13，10 23.54 55.92 78 日目 71 .81 41 80 314.45 

30 凶日1J)IJ三郎 5.40 '1.80 7.20 9 69 5 

31 小柴伝三郎 31.01 82.35 II . ，)9 36s.69 33.34 89，90 1 1212，88 

32 松岡末大 6.06 9.75 12，65 ，1.50 品。40 11 .37 2.25 ~ I 54.98 
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仲
間
貝
人
の
取
扱
額
は
仲
買
人
の
資
本
力
に
よ
っ
て
か
左
り
差
違
が
生
じ
る
筈

で
、
表
か
ら
も
そ
れ
は
明
瞭

K
よ
み
と
れ
る
。
例
え
ば
最
高
の
取
扱
者
は
竹
中

芳
造
で
七
、

三
六

O
円
余
を
仲
買
し
、
第
六
期
の
水
揚
げ
の
多
い
時

K
は
一
、

八
三
七
円
の
取
引
を
左
し
て
い
る
。
最
小
の
も
の
は
八
八
銭
で
、

と
れ
は
ど
う

い
う
性
格
の
も
の
か
判
断

K
苦
し
む
。

ζ

の
仲
間
貝
座
取
帳
と
水
揚
座
取
張
と
を

比
較
す
る
と
両
方

K
名
前
の
出
て
い
る
人
が
あ
る
。
仲
間
貝
座
取
帳
を
も
と
と
し

て
そ
の
名
を
あ
げ
て
み
る
と
、
三
輪
七
治
郎
、
安
田
治
左
衛
門
、
三
輪
清
次
郎
、

西
川
又
十
(
重
)
郎
、
山
脇
幸
吉
、
小
柴
伝
三
郎
、
浜
本
粂
次
郎
、
上
回
伊
平
、

伊
藤
徳
次
郎
、
北
村
弥
造
等
で
あ
る
。

と
れ
等
は
水
揚
商
、
仲
買
取
扱
商
の
大

小
は
別
と
し
て
も
、
沖
漁
経
営
者
で
あ
る
と
共
に
仲
間
貝
人
で
あ
る
と
と
を
一
不
し

て
い
る
。

仲
買
座
取
帳

K
記
名
さ
れ
て
い
る
人
物
は
、
昭
和
の
現
在
そ
の
後
継
者
が
加

工
業
者
と
-
な
っ
て
い
る
の
が
絶
対
的

K
多
い
が
、
統

K
明
治
期

K
な
い
て
仲
間
貝

H
加
工
の
線
が
つ
よ
く
出
て
い
た
の
で
は
左
い
か
と
予
想
さ
れ
る
。

U

明
治
三
十
八
年
沖
漁
支
配
者
勘
定
帳

沖
漁
支
配
者
勘
定
帳
は
、
香
住
の
帆
船
手
繰
網
漁
業
が
如
何
一
な
る
機
構
の
も

と
で
行
な
わ
れ
て
い
た
か
を
示
す
史
料
と
し
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
沖
漁
支

配
者
勘
定
帳
は
支
配
者
即
ち
仕
込
親
方
の
も
と
に
操
業
船
が
編
成
さ
れ
、

そ
の

支
配
者
系
列
で
流
通
集
荷
、
販
売
機
構
が
構
成
さ
れ
る
。

と
の
と
と
は
生
産
体

制
が
資
本
系
列

K
一
応
統
合
さ
れ
て
い
る
と
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

と
の
内

容
を
表
化
す
る
と
、
第

8
表
の
如
〈

K
左
る
。
支
配
座
は
二
十
五
と
算
す
る
が
、

三
十
八
年
度
に
活
躍
し
た
の
は
二
十
三
座
で
あ
る
。
そ
の
集
荷
総
額
は
四
万
六
、

0
0
0円
余
で
、
仲
間
員
座
取
帳
の
合
計
額
と
略
ぼ
等
し
い
。
と
れ
は
支
配
者
勘

定
帳
の
水
揚
分
が
仲
買
を
通
じ
て
取
引
さ
れ
た
と
と
を
裏
書
す
る
も
の
で
あ
る
。

支
配
者
グ
ル
ー
プ
の
中
で
最
大
一
な
も
の
は
三
輪
七
治
郎
座
で
あ
る
。
そ
の
支
配

船
は
拾
隻
で
、
竹
中
平
助
、
西
上
新
三
郎
、
田
中
惣
二
郎
、
西
上
重
五
郎
、
森

喜
造
、
山
田
慶
造
、
山
中
士
口
造
、
駒
居
平
二
郎
、
北
村
吉
右
ヱ
門
、
田
端
長
造

船
が
三
輪
七
座

K
所
属
し
て
い
る
。
操
業
船
の
総
数
は
、
第
8
表

K
示
す
よ
う

K
四
十
一
隻
及
び
山
根
、
島
崎
、
山
本
の
若
干
の
所
属
船
で
、
推
定
総
船
数
は

四
十
五
隻
程
度
で
あ
る
。

三
輪
座
所
属
船
の
比
重
は
全
体
の
二
四
銘
程
度
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の

支
配
下
船
の
集
荷
流
通
額
が
一
万
一
、

0
0
0円
余
で
、

と
れ
は
総
額
四
万
六
、

0
0
0円
余
の
二
四
労
に
当
台
、
支
配
船
数
の
比
重
と
同
一
と
左
っ
て
い
る
。

三
輪
座

K
つ
づ
〈
の
は
五
、
四

O
O円
余
の
守
山
六
郎
左
衛
門
陵
、
回
、

O 

O
円

K
近
い
田
中
六
助
座
で
、

三
輪
、
守
問
、

田
中
三
座
で
全
体
の
五

O
V心
を

占
め
て
い
る
。

~ 12ー

そ
し
て
第
7
表
の
仲
買
人
座
取
帳
と
対
照
検
討
し
て
見
る
と
面
白
い
と
と

K

気
が
つ
く
。
そ
れ
は
例
え
ば
、

田
中
六
助
は
第
8
表

K
見
ら
れ
る
よ
う
に
支
配

船
親
方
と
し
て
は
大
で
あ
る

K
し
て
も
、
第
7
表
の
仲
買
人
と
し
て
の
活
躍
は

極
め
て
小
で
あ
る
と
い
う
と
と
、
叉
三
輪
七
は
支
配
船
親
方
と
し
て
は
最
大
で

あ
る
が
仲
買
人
と
し
て
は
七
九
四
円
程
度
の
中
位
の
地
位
を
占
め
て
い
る
。
{
寸

山
六
郎
左
衛
門
護
は
仲
買
活
動
が
か
友
り
活
発
で
上
位
の
二
、
三

O
O円
余
の

取
引
を
し
て
い
る
。

こ
の
事
は
、
生
産
支
配
の
資
本
統
制
は
必
ら
ず
し
も
問
屋
資
本
で
は
左
い
と

い
う
と
と
で
あ
る
。

と
れ
は
明
治
三
十
年
代
の
香
住
の
漁
業
の
資
本
系
列
を
理

解
す
る
上

K
極
め
て
重
要
な
点
で
あ
り
、
漁
業
流
通
資
本
以
前
の
他
の
分
野
の

産
業
資
本
の
活
躍
が
存
在
し
た
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
恐
ら
〈
商
業
資
本
で
あ
ろ
う
。

田
中
六
助
の
場
合
は
酒
造
業
と
し
て
蓄
積
し
た
資
本
が
基
礎
と
左
つ
て
な
り
、



第 8表 沖漁支配者勘定帳

座 名 支配船数 I期 2期 8期 4期 5期 |!6期 7期 8期

三輪七治郎陵 10 155円42 482.81 1，472.01 11，363.27 1，014.78 一一O一1一3.一93一ト一2一，0一50一.0ー0ト一一9一27一.89一

安田治官11右衛門H s 3.49 107，35 445.87 489，13 309，23 。4自，83 585，12 301，87 

長久左衛門 H 2 10，09 80，47 310，25 300，19 237.39 564，30 407，83 176，05 

浜本友太郎 H 3，43 40.97 181，23 130;51 106，36 344.72 205，09 104.01 

楽 炊之助 H B 41，17 89.39 327.81 366，21 337，38 867.90 563.03 267.86 

rU叡盤治郎ノF ¥7，35 37.38 ¥02，83 136，59 81.37 260，45 201.37 90，82 

長 瀬 H 2 28.22 90，59 295.00 283.06 211.69 590.89 499.00 168，20 

台回仁左衛門 H 2 11.67 78，47 363.10 328，65 273，43 677 .39 479.77 246，64 

華経 勘兵衛庁 2 44.69 63.50 279，94 329，97 3¥2，50 873.97 588.84 329.29 

竹中出蔵 H ¥8.82 20，20 102，94 116，29 93.00 11 26日，81 ¥38，92 日9.74

田中六助 μ 4 14¥ ，34 150.51 462.72 487.01 524自5 1，152.81 7¥4.02 461.14 

守山六自|佐律iF~ 1I 4 202.61 238.21 日96.87 665.23 621.40 1，352.82 881.5自 585.84 

島崎長太郎 H ? 6，87 47，7¥ 127.46 152.23 90.48 360.24 ¥8442 104.90 

山恨精次郎 M ? 5，81 25.81 7.90 ¥5.71 1， 11，94 92， ¥5 50.44 

浜本粂次郎庁 ? 6，64 150.96 82.78 49，37 11 22330 126，69 34.49 

伊藤徳次自1111 2 5.63 158.94 160.60 489.44 24352 ¥1188 

小柴伝三郎 ρ 2 82.79 l日5.49 96.58 508.70 333.58 103.81 

西川叉垂直1111 1 49.25 71.28 (JII平4B日.則05) 214.03 
13170 54.51 

附 込
川平 伊平 伊平

111 .43 ¥0.¥7 15.58 18.76 

西村伝三良1511 111.85 ¥13. ¥8 40.27 

一日市青年会 電 86只l

若怯青年会 75.86 34.34 

境 青年会 38.-tl-7 28.62 

秋山熊太郎 170.38 124.47 27.00 

佐平治竹!J$

J十 I 41 +α| 削 5.17 ! 1 ， 545.6~ ! 5，附川 5，636. 3 ~ 14，831.付記 13，012.87 8，712.XU 4，275. .11 

必 集計数は端数切檎のため若干単純介討とは異っている o (康以下は切指した)

(単位向.銭)

9期 考

538.99 II ， OI9~](J 8反 、
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106.37 1:1"、;1，; 16枚
、周
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9“日目 ¥，126，31 考の
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8反
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1.69 929.85 06己

87.38 2，254.0P 
で

¥61.82 2，n20.94 2反
と

119.99 2 942日十} 4反 2枚 思
オコ

27.96 854.68 れ

204.4，¥ 4，298.日4 4反 2枚
る
t.;; 
、

22194 5 466 48 
iそ

¥ 57 ¥ 075.88 8枚 の

1反
，皆、

日.58 218.3<1 味

674.23 
す

る

1 266 29 と
.:: 

5653 1，347.48 1反 ろ
弓、

568.82 ゆj

で
155.94 1 

あ

265.30 支配船長助 る。

86.8¥ 参
Jf 

110.20 rJ) 

6日.69
た
め

:l:~ 1 . Ni， lt 
2反 ノ

一一一一一一一一一
1，7.1リリ自 111メN

三~品れI)ょ交 ~lt

間
同



帆
船
手
繰
網
投
資
以
前
に
香
住
の
地
支
縄
経
営
の
網
主
で
あ
一
っ
た
し
、
三
輪
七

の
場
合
は
旅
館
業
と
水
産
物
、
石
材
、
肥
料
の
販
売
、
魚
肥
の
製
造
販
売
、
氷

の
貯
蔵
販
売
、
水
産
物
の
仲
買
等
か
左
打
/
手
び
ろ
く
営
業
し
た
。
沖
漁
仕
込
親

方
と
し
て
の
彼
の
資
金
は
右
の
商
業
利
潤
の
他
に
彼
の
有
力
な
一
族
の
三
輪
喜

右
衛
門
の
出
資
で
あ
っ
た
。
喜
右
衛
門
は
大
地
主
と
し
て
香
住
地
区

K
田
畑
を

多
く
所
有
し
小
作
収
益
が
多
か
っ
た
外
に
油
脂
、
米
穀
J
T
一
大
々
的

K
取
扱
っ
て

財
を
な
し
、
三
輪
七
二
郎
の
事
業
に
投
資
し
た
の
で
あ
る
。

七
二
郎
の
長
女
主

ち
(
明
治
三
十
五
年
四
月
十
六
日
生
)
は
喜
右
衛
門
が
三
輪
旅
館
の
一
室
を
事

七
二
郎
の
事
業

K
協
力
し
た
事
を
証
言
し
た
。
北
村
一
良
氏
も
同

務
所
と
し
、

様
の
証
言
を
し
て
い
る
か
ら
こ
の
事
実
は
確
実
左
と
と
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他

の
仕
込
親
方
の
資
本
性
格
は
大
小
の
差
は
あ
る
が
、
明
治
一
二
九
年
代
か
ら
上
昇

し
、
強
力
化
し
た
問
星
資
本
と
地
主
、
質
屋
等
の
高
利
貸
資
本
と
の
協
力

K
よ

る
も
の
で
あ
っ
た
。

香
住

k
h
v
け
る
水
産
物
流
通
は
明
治
三
十
年
以
前

K
は
会
口
組
(
明
神
講
)

る
魚
業
者
兼
商
人
が
相
互
に
、
又
は
漁
民
か
ら
一
示
談
で
魚
を
買
っ
た
。
一
不
談
で

は
正
当
在
価
格
形
成
が
な
さ
れ
な
い
か
ら
、
漁
民
の
要
求
と
し
て
「
せ
り
」
に

よ
る
市
場
取
引
が
要
望
さ
れ
た
。
明
治
二
十
年
後
期
か
ら
「
会
口
組
」
と
は
別
個

の
魚
商
組
合
が
漁
民
要
請
の
「
せ
り
」
に
よ
る
自
発
的
市
場
を
始
め
た
。

と

れ

を
自
称
で
魚
商
組
合
と
い
う
。
山
治
、

三
七
、
@
、
泰
欣
が
中
心
人
物
で
、
市

場
責
任
者
は
三
七
で
あ
っ
た
。

明
治
三
十
四
年
頃
か
ら
漁
業
組
合
設
立
と
、
水
産
物
共
販
指
向
が
香
住
で
は

発
生
す
る
が
、
と
れ
が
本
格
的
に
成
立
す
る
の
は
大
正
元
年
(
一
九
二
一
)
か

ら
で
、
そ
れ
ま
で
は
商
人
問
屋
が
流
通
を
握
っ
て
い
た
。
商
人
資
本
が
漁
協
的

共
販
と
流
通
の
実
権
を
競
合
す
る
の
は
全
国
各
浦
々
で
あ
ま
ね
く
見
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、

問
屋
と
組
合
の
流
通
実
権
争
奪
抗
争
は
四

O
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
存
在
し
た
。

そ
の
期
間
は
昭
和
十
年
(
一
九
三
五
)
ま
で
つ
づ
き
、
商
人

い
わ
ゆ
る
全
期
的
産
業
資
本
の
色
彩
強
固
左
問
屋
形
態
は
前
記
「
商
人
組
合
」

が
持
っ
て
い
る
問
屋
仲
間
貝
の
取
引
で
あ
っ
て
、

こ
う
し
た
も
の
の
持
つ
流
通
機

る
の
は
当
然
で
あ
る
。

能
が
、
明
治
三
十
五
年
の
漁
業
組
合
成
立
に
よ
っ
て
次
第

K
共
販
指
向
を
強
め

注よ

田
中
豊
治

昭
和
四
五
年

z 
田
中
豊
治

一
九
巻
二
号

を

山
陰
地
方

k
h
v
け
る
水
産
物
産
地
市
場
の
研
究

水
産
世
界

三
月
号

但
馬
漁
業
の
展
開
と
そ
の
流
通
構
造

経
済
地
理
学
年
報
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The purpose of this ar七ic工eis to study the managemen七 of

dragnet fishery by sa工ユ工ng-shipwhich ims conducted in thε 
日eijiPeriod at Kas百江iiロ Sanin(rJl 陰)District. This study is 
mainユybased on the old documen七sin fiγeγcユli.'1leswhich were 
kindユyofferedもy ~1r. Toshio 1吐wain Kasunょi.
At KaSlli'11.i， dragnet fishery -VTaS ca11edヰと江三， meaning 

offshore fishery. The chief catches wer合 f工atfishesand haユi-
1コu七s. This七〉τieof fish合rywas opεrated by fishing associations 
caユユedza undεr the con七roユof ovakata-s orもosses.The cγakata-

一ー晶一一一ー ι一一一一ー-ーー
s were merchan七sor工andownersand七heyproγided capi七三1. Ships， 
fishing too1s and 1abo可ょrfe工工 to the fi sherr立en'sshare. The 

江主己主-swho下Tereresponsib1e for marketing fishes eventua工1y
accumuユatεd capi七a工 andequipped sai工ingships wi七hengines. 
Thus， from 1914 toユ934，dragne七 fisheryもy sailing ship 

changed gradualユyin七o七hε !f snur冨reγaad"fishery. Between 0正三ー
己主-sand fishermen， there happened to grow an opposi七ion
concerning management and graduaユユy fishermen carne to get the 
ac七ua1pO'vTer of management. Eu七 itwas not unti1 the es七ab1ish-
mεロ七 of the snurrεvaad fishery 七ha七 fishermen got 七heright of 
produc七ionand marke七ingfishes for 七hemseユマes.

歴
史
地
理
学
会
紀
委
第
一
九
集
原
稿
募
集
(
五
二
年
三
月
発
行
予
定
)

紀
要
第
一
九
集
の
テ

l
マ
は
「
都
市
の
歴
史
地
理
」
で
す
。
左
記
要
項

K
よ

長
わ
ノ
ご
寄
稿
を
な
願
い
い
え
し
ま
す
。

さ

四

O
O字
詰
原
稿
用
紙
三
五
枚
以
内
。
縦
書
き
。

図
・
写
真

表注地

形

図

計
三
枚
以
内
。

一
枚
一
頁
以
内
。
墨
書
き
し
て
版
下
と
し
て
耐

え
う
る
も
の
o

さ
も
な
く
ば
本
人

K
よ
る
書
直
し
を
願
う
o

大
空
く
複
雑
左
も
の
は
採
用
し
な
い
。
表
の
数
は
三
箇
以
内
。

既
刊
最
近
の
紀
要
を
参
照
さ
れ
た
い
。

国
土
地
理
院
の
発
行
図
を
掲
載
す
る
時
は
、
製
版
用
と
複
製
申

請
用
と
の
同
一
の
地
形
図
二
葉
を
添
え
る
と
と
。
申
請
用

K
は

製
版
部
分
の
範
囲
を
示
し
た
枠
を
鉛
筆
で
示
す
と
と
。
古
い
地

一15

形
図
を
使
用
す
る
時
は
、
市
販
さ
れ
て
い
る
同
一
図
幅
の
地
形

図
を
申
請
用
と
し
て
添
え
る
こ
と
。

欧
文
タ
イ
ト
ル
・

?
l
マ
字
氏
名

原
稿
締
切

送

り

先

原
稿
第
一
枚
目
の
繍
外

K
欧
文
タ
イ

ト
ル
と
ロ
ー
マ
字
書
き
氏
名
を
書
く
こ
と
。

昭
和
五
一
年
八
月
一
一
一
一
白

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
三
丁
目

立
教
大
学
文
学
部
地
理
学
研
究
室
内

歴
史
地
理
学
会

今
回
は
紀
要
へ
の
投
稿
者
が
多
い
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
大
会
発
表

者
を
優
先
、
他
学
会
発
表
者
を
こ
れ
に
次
ぎ
、

テ
i
マ
外
は
ど
遠
慮
願
う
と
と

が
あ
り
ま
す
の
で
砕
ふ
く
み
下
さ
い
。

(
紀
要
編
集
委
員
会
)




